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的用法 (r ソレナラ J r ソレデハJ rソレダカラ J) の発達について論じている。また、第V部「当為的表
現の発達」では、やはり形式的には条件表現形式ではあるものの当為表現というべき「ネバナラヌ J rナ
アカン」の展開を江戸・東京語との影響関係を視野に入れながら論じている。
さらに、第百部「言語資料と条件表現」において、これまで調査資料としてきた近松世話浄瑠璃、落
語録音資料と速記本の資料性について検討し、その性格を明らかにしている。
最後の第四部「おわりに」では、全体のまとめをおこない、本論文の意義について論じている。
日本語の条件表現の史的展開は、従来、中世末までは明らかになっていたが、それ以降は体系的に把
握されてこなかった。本論文は、近世以降の条件表現の展開をきわめて多くの資料を調査することに
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よって精細に明らかにした。それぞれの形式を共時的な体系においてとらえ、さらに史的展開を表現機
構とともに明らかにし、同時に地域的な影響関係も検討している。このような総合的視点からの検討は、
従来、文献日本語史研究では十分おこなわれてこなかった。以上の成果は、日本語条件表現史研究に画
期をもたらすものであり、日本語史研究・言語変化研究に大きく寄与するものであるといえる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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